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研究成果の概要（和文）：大規模なコーパスを用いて、現代英語の構文に関する記述的・理論的

研究を行った。これまで十分な記述・説明が行われてきていない構文を取り上げ、その構文の

もつ統語的側面のみならず、機能的側面の解明を行った。また、コーパスの利用は一般的にな

ってきているが、その厳密な方法論は確立されているとは言いがたい。どのようにしたら、コ

ーパスから英語の構文研究に資する情報が引き出せるかを検討した。特に正規表現の利用法に

関しては大きな成果を挙げた。更に、コーパスを利用する際に留意すべき点についても考察し

た。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to investigate, using huge-sized 

corpora, a variety of constructions in contemporary English. The constructions, not fully 

explored thus far, were dealt with not only from a syntactic viewpoint but also from a 

functional one. Methods of retrieving useful linguistic information from corpora were 

also investigated. The use of regular expressions for the study of constructions was 

extensively discussed. In addition, pitfalls in using corpora were also pointed out. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、平成 13 年度～15 年度において

研究分担者の大名を代表として行われた科

研費による研究「コーパスの利用による現代

英語の語彙構文的研究」（以下、「旧大名科

研」）および平成 17年度～19年度において研

究代表者の滝沢を代表として行われた科研

費による研究「大規模コーパスを利用した英

語の構文に関する総合的研究および構文の

共起に関する研究」（以下、「旧滝沢科研」）

という二つの科研費による研究の発展・深化

を目的とした。（旧大名科研・旧滝沢科研と

本科研のメンバーは全く同じであり、平成 10

年以降、共同で研究している。） 
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 旧大名科研および旧滝沢科研においては、

現代英語における one's way構文、同族目的

語構文、N after N 構文、SOV 構文、結果構

文、have been to VP 構文など多種多様な構

文に関する記述的・理論的研究を行うと共に、

「複数の構文の共起関係」に注目した研究を

行い、成果を挙げてきた（平成 20 年度・日

本英語学会におけるシンポジウムなど）。一

方、語と語の共起関係は、コロケーション研

究において研究されてきている（Sinclair、

Hoeyなど）が、構文の共起傾向が取り上げら

れることは稀であり、そこに旧滝沢科研の特

徴があった。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、上記の背景を踏まえ、以下を研

究目的とした。 

【研究目的１】旧大名科研および旧滝沢科研

においては、未だ十分な研究ができていない

構文を選定し、英語のコーパス（電子化され

た大規模な言語資料）を用いて、「構文がも

つ語彙的・機能的特徴の解明」を行う。 

【研究目的２】旧滝沢科研で判明した構文の

共起傾向を踏まえて、「構文間の共起傾向を

捉える理論的モデルの構築」を行う。 

【研究目的３】本研究の新たな目標として、

「構文研究におけるコーパス利用の厳密な

方法論の提示」を行う。 

 

 以下、各研究目的について詳述する。 

【研究目的１】「構文がもつ語彙的・機能的

特徴の解明」 

 1990年代半ば以降、コンピュータ技術の発

達などにより、膨大な語数から成る電子化コ

ーパスが容易に利用できるようになった。大

規模な電子化コーパスの利用により、これま

での手作業による研究では気付かれること

のなかった言語事実が多数発掘されるよう

になってきた。コーパスの利用によって初め

て本格的に行えるようになった研究の一つ

は、構文の記述の中に語彙的情報を盛り込む

試みであると言える。例えば、Francis (1993)

は、I find it hard to ...のような外置構

文に関して、動詞としては findや makeが圧

倒的に多いこと、形容詞としては find の場

合には difficult、easy、hardなどの難易に

関わるものが、makeの場合には clearが圧倒

的に多数出現することを指摘し、「動詞＋it

＋形容詞」という構文の伝達機能として、話

し手が遭遇している場面についての評価を

下す働きがあると述べている。本研究では、

伝統文法（Jespersen、Poutsma、Kruisinga

など）、記述文法（Quirk et al. (1985)、Biber 

et al. (1999)、Huddleston & Pullum (2002)

など）、生成文法、構文文法、機能文法、認

知言語学の知見を批判的に検討した上で、コ

ーパスを用いて構文と語彙の関連をこれま

での研究で取り上げることができていない

構文に関して明らかにし、その構文のもつ機

能的側面をも解明するという目的を設定し

た。 

 

【研究目的２】「構文間の共起傾向を捉える

理論的モデルの構築」 

 旧滝沢科研で明らかになった「構文と構文

との共起関係」に基づき、どのようなモデル

を構築することが構文間の共起を捉えるの

に有意義であるのかを考察することを目指

した。例えば、one's way 構文と N after N

構文は、共起し易い傾向にあると考えられる

が、前者の基本義が「困難や障害物がありな

がらも、道を切り開きながら進む」であり、

後者の基本義が「次から次へと（何かが生じ

る）」であるとすると、両者が結合した「次

から次へと生じてくる障害物をはね除けな

がら、道を切り開いて進む」(V ones' way 

through N after N)もまた生じる傾向にある。

従来の構文研究は、一つの構文内での分析に

範囲を限定し、構文間の関連性に関してはあ

まり取り上げてきていない。本研究では、旧

滝沢科研での実証的成果を踏まえ、このよう

な構文の共起をどのように理論的に扱うの

が良いかを考察することを第 2の目的とした。 

 

【研究目的３】「構文研究におけるコーパス

利用の厳密な方法論の提示」 

 近年、コーパスは周辺的な言語事実をも疎

かにしない言語研究において重要な意味を

もつことが認識されてきている。しかし、既

存のソフトに依拠せず、情報抽出過程を段階

ごとに確認しながら、厳密にコーパス・デー

タを処理することは、まだあまり行われてい

ないのが現状である。（コーパスをいわばブ

ラックボックスとして使っているため、厳密

な研究を遂行する上において不都合が生じ

ることがある。）本研究では、コーパスから

英語学的事実を抽出するには、どのような手

法を採るべきかに関する厳密な方法論を提

示することを第 3の目的とした。 

 

３．研究の方法 

（1）分析対象とする英語構文の選定を行っ

た。そのため、平成 10年度以降、実施して

いる代表者・分担者・連携研究者が全員参加

する研究会をこれまで通り月に１度の割合

で実施し、各自が研究テーマとして選定した



 

 

英語構文に関して研究発表を行った。 

 

（2）（1）で選定した構文が既存の記述的な

文献においてどのように扱われているのか

を検討した。特に、Jespersen、Poutsma、

Kruisinga、Curmeをはじめとする伝統文法、

Quirk et al. (1985)、Biber et al. (1999)、

Huddleston & Pullum (2002)など、代表的な

英文法書の事実観察を、主として「言語記述

の妥当性と網羅性」の観点から批判的に検討

した。 

 

（3）Jackendoff (2002, Foundations of 

Language; 2007, Language, Consciousness, 

Culture), Culicover and Jackendoff (2005, 

Simpler Syntax), Kajita (1997, "Some 

fundamental postulates for the dynamic 

theories of language")など最新の理論的研

究、Goldbergの構文文法（1995, 

Constructions; 2006, Constructions at 

Work）の知見の検討を行った。 

 

（4）Hallidayの機能文法（2004, An 

Introduction to Functional Grammar）およ

びコロケーションに関する Sinclairらの研

究（2004, English Collocation Studies: The 

OSTI Report）や Hoeyによる研究（2005, 

Lexical Priming）を検討した。 

 

（5）旧滝沢科研で一部抽出に成功している

構文と構文の共起に関する言語事実の整理

を行うと共に、抽出過程の方法論的問題につ

いて検討した。 

 

（6）コーパスから効果的に情報を抽出する

ための方策の検討を行った。主として正規表

現の厳密な利用法を検討した。 

 

 3年間を通じて、研究は５名（代表者・分

担者・連携研究者）が常に議論をしながら共

同で進めたが、特に、滝沢は、代表者として

全体のとりまとめを行いつつ、コーパスを用

いて構文の語彙的側面・機能的側面の研究を

行い、また同時に構文研究にどのようにコー

パスを使うべきかの方法論的研究も併せて

行った。 

 大室と大名は、構文の生成文法的視点（特

に、動的言語理論の視点）からの理論的研究

を行った。 

 大名は、コーパスからの情報抽出に必要な

正規表現の正確な利用について検討した。 

 深谷は、機能文法の観点から、コーパスに

基づく構文の記述的・理論的研究を行った。 

 都築は、構文文法、認知文法の観点から、

コーパスに基づく構文の記述的・理論的研究

を行った。 

 

４．研究成果 

 平成 21年度の成果は以下の通りである。 

 

(1) 英語語法文法学会(第 17 回大会)・シン

ポジウム「大規模コーパスを英語研究に有効

利用するための留意点について」において、

代表者の滝沢が「周辺部を記述するための大

規模コーパスの利用:その方法と留意点」、ま

た連携研究者の深谷が「コンコーダンス・ラ

インが語ること、語らないこと:英語評価表

現の場合」というテーマで発表した。なお、

このシンポジウムの企画および司会は、分担

者の大室が行った。 

 

 平成 22年度の成果は以下の通りである。 

 

(1) 平成 21 年度の英語語法文法学会（第 17

回大会）で行ったシンポジウム「大規模コー

パスを英語研究に有効利用するための留意

点について」（代表者の滝沢と連携研究者の

深谷が発表し、分担者の大室が司会）の発表

内容を活字化し、同学会の学会誌に掲載した。 

 

(2) 分担者の大名は、英語コーパス学会（第

35回大会）において「コーパス検索で注意す

べきこと―基礎データの信頼性向上のため

に―」というテーマで招待講演を行った。ま

た大名は、日本英語学会（第 28 回大会）に

おいてシンポジウム「文法研究資料としての

コーパスデータの批判的検討」を企画し、自

ら司会をつとめると同時に「コーパスから得

やすい情報、得にくい情報―統語論、構文研

究を中心に」というテーマで発表を行った。

更に大名は、東京言語研究所において「文法

研究とコーパスデータ」という名称の特別集

中講義を担当した(2011年 3月 26日・27日)。

いずれも、本研究が目指す「コーパス利用の

方法論研究」に関わる内容のものである。 

 

(3) 連携研究者の都築は、『学校文法の語ら

なかった英語構文』（編著）を出版した。 

 

 最終年度である平成 23 年度の成果は以下

の通りである。 

 

(1)代表者の滝沢は、同僚の藤村逸子教授(名

古屋大学)と共に、『言語研究の技法－データ

の収集と分析』の編集を行い、ひつじ書房か

ら出版した(2011 年 12 月)。滝沢と分担者の



 

 

大名が執筆に加わった。大名は「言語研究の

ためのテキスト処理の基礎知識」および「表

計算ソフト、正規表現によるテキスト処理」

という章を執筆した。これは、本科研の「コ

ーパス利用の方法論」研究の一環である。 

 

(2) 分担者の大名は、英語コーパス学会第 37

回大会において「正規表現」をテーマにした

ワークショップの講師をつとめた（2011 年

10月 1日-2日、京都外国語大学）。 

 

(3)分担者の大室は、日本英文学会中部支部

第 63 回大会シンポジウム『最先端言語理論

による文法におけるインターフェイスの探

求』の講師を務め、「意味と統語のインター

フェイス」というテーマで発表を行った

（2011年 10月 30日、名古屋大学）。 

 

(4) 滝沢は、電子情報通信学会の「思考と言

語研究会」において、「英語表現・英語構文

とコーパス」というテーマで招待講演を行う

(2012年 2月 4日)と共に、その内容を論文集

に掲載した。主として「英語構文」に関する

部分が本科研の成果の一部である。 

 

(5) 滝沢は、熊本学園大学において開催され

たシンポジウム「コーパスと英語研究」に参

加し、「語法文法研究とコーパス利用の方法

論」というテーマで成果発表を行った(2012

年 2月 20日)。本科研の目指す「コーパス利

用の方法論」研究の成果発表であった。同シ

ンポジウムには連携研究者の深谷も参加し、

「コーパスに基づく構文研究の展開」という

テーマで発表を行った。 

 

(6) 滝沢は、ハエン大学（スペイン）で開催

さ れ た 国 際 会 議 、 4th International 

Conference on Corpus Linguisticsにおいて、

"A corpus-driven functional analysis of 

the SOV construction in present-day 

English"というテーマで研究発表を行った

(2012年 3 月 23 日)。構文のもつ機能的側面

をコーパスに依拠することで解明しようと

する試みである。 

 

(7) 大名は、言語研究に特化した正規表現の

利用方法に関して精密な検討を行った。その

成果を書籍として刊行する具体的計画があ

る。また、科研グループ内では、大名を中心

として英語の構文を研究する際にどのよう

に正規表現が利用できるかについて議論を

重ねた。 

 

(8) 分担者の大室は、副詞補部構造の統語

的・意味的属性と語用論的属性を記述し、理

論的に説明することを試みた。また、副詞補

部の内部構造と外部構造を調査した研究成

果を「補部をとる副詞の内部構造と外部構

造」という研究論文にまとめた。近々刊行さ

れる予定である。 

 

(9) 連携研究者の深谷は、ハリデーの選択体

系機能文法の枠組で英国新聞コーパス The 

Times（高級紙）と The Sun（大衆紙）に生起

する評価形容詞を比較し、評価形容詞がとる

文法パターンからそのコンテクストを読み

取る作業に成功している。また、機能文法が

提案する語彙と文法を連続体とする文法体

系でこそ、コーパスを用いた言語研究の知見

を生かすことができることを立証した。 

 

(10) 連携研究者の都築は、英語の結果述語

構文、描写述語構文について、コーパスから

用例を収集した上で、それらの構文がどのよ

うな状況で、どのような意味で用いられるか

について、詳しく考察した。結果述語構文に

関しては、特に、それが自他交代現象と関わ

るのかについて分析した。描写述語構文の場

合は、特に特異の特徴をもつ名詞句描写述語

について、その特殊性が何に起因されるのか

について分析した。 
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